
 

 

 

 

 
 

 

新型コロナウイルスと認知症 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員は葛藤の日々・・・、利用者さんの生活リズムを守って、 

楽しみを崩さない取り組みを継続 
                             

 

朝一番、利用者さんが来られたら、おはようのあいさつと 

ともに入り口では「体温は OK、手の消毒もOK、マスク 

はどうかなやっぱりしたくないかな…」とのやり取りがさ 

れています。 

にじの家くさつの施設管理者・菜子さんは「コロナ禍で認 

知症対応型の多くの事業所は、「密と飛沫」を避けるため 

利用者さんの楽しみでもある、レクレーションや歌・共有 

するゲームなどを禁止しています。 

私たちは「密と飛沫」を避けることも確かに大切ですが、 

すべてを禁止するのではなく、利用者様の〝命と笑顔″両 

方が守れるように感染対策を行いながら、その方らしく生 

き生きしていただける様なケアを継続しています。 （にじの家くさつ・菜子 加菜美） 

（1） ２０2１年５月１５日 No.３１２        （平成 21年１０月 9日第三種郵便物認可） 
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 一人はみんなのために、みんなはひとりのために 


